
１．概要について

　令和3年9月の中学校給食供用開始に先立ち、現在、給食配膳室の整備を進めている。

設計時にアスベスト分析調査をし、外壁仕上げの下地調整材の中にアスベスト（クリソタイル）

（レベル3）が含まれていたにもかかわらず、設計図書に反映されず、現場でアスベストに

対する適切な対応もしないまま、ひさし、バルコニーの撤去を行ってしまった。

※レベル3：その他石綿含有成形板

２．主な経緯について

平成31年3月12日 ・設計委託契約

　委託名称：加古川中学校外3校給食配膳室外設計業務委託

　（加古川中、別府中、浜の宮中、中部中）

令和元年７月４日 ・アスベスト調査検体採取（設計事務所、分析会社）

令和元年７月16日 ・アスベスト分析結果速報を設計事務所からメールで受け取る

      (加古川中、中部中は検出せず、浜の宮中は対象工事なし）

令和2年2月14日 ・設計成果品受領

令和2年5月21日 ・建設業者との工事請負契約（発注）

令和2年8月6日~14日 ・ひさし、バルコニー撤去

【事後聞き取りにより、8/6、8/7、8/8にディスクカッターで

コンクリートに切れ目を入れ、引き続き、ひさし・バルコニー

部分の撤去をしていることが判明】

令和2年8月11日、12日 ・コンクリートガラ運搬、処分（建設業者⇒処分業者）

【事後聞き取りにより、8/11にひさし・バルコニー部分の

コンクリートガラを現場から搬出していることが判明】

令和2年8月18日 ・課長が担当者にアスベスト含有の確認をする

令和2年8月19日 10:45 ・市設計担当者からアスベストが入っていた報告を受ける

令和2年8月25日 ・報道機関へ発表

令和2年8月26日 ・アスベスト測定調査実施

令和2年8月28日 ・アスベスト測定調査結果報告、報道機関へ測定結果報告

令和2年8月31日 ・別府中学校保護者説明会

現在に至る

３．アスベスト測定調査の結果について

令和2年8月26日に実施した測定場所及び結果は下記のとおりです。

・空気濃度測定

　管理棟内部（廊下）　 12箇所 いずれも不検出

　（1階3箇所、2階3箇所、3階3箇所、4階3箇所）

　作業場内 1箇所 不検出

　敷地境界 4箇所 いずれも不検出

・作業場内内部床面粉じん 1箇所 不検出

・作業場内外部地表面粉じん 1箇所 不検出

別府中学校給食配膳室整備工事における外壁吹付材の

下地調整材（アスベスト）について（報告）
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４．主な原因について

　設計事務所・市ともに、担当者レベルでの調整しか行っていなかったため、組織として

アスベストがあることを把握せずに設計が進んだ。また、市設計担当者が変わったときに

アスベストがあることを引き継ぎ出来なかったことに加え、最終成果品において、アスベスト

報告書が提出されていないことにも気づけなかったため、アスベストの存在を見逃す結果と

なった。

５．再発防止策について 

　アスベスト調査報告の速報が出た段階で、課内決裁を行い、その建物にアスベストがある

ということに組織として共通認識を持つよう事務手順を見直します。また、設計図書の一部

である仕上げ表に、アスベストの有無に関係なく「アスベスト含有、含有なし、みなし、

未調査」と記入することで、材料に対するアスベスト調査の状況を把握し、再発の防止を

図ります。


